出金の入力



いかなる理由であろうとも、銀行口座からお金を引き出す時は、銀行口座から他の場所への資金移動です。
      GnuCashでは、他の場所も勘定科目として追跡します。
      支出に関してより詳細な勘定科目を作成して使用すればするほど、お金がどこに行くのかに関して詳しい情報を得ることができます。
    
出金は多くの形態を取ります。
      ATM(現金自動預払機)での出金は最も一般的な取引の一つです。
      請求書の支払い、商品の購入または慈善の寄付のために小切手を書くことも、出金の一つの方法です。
      取引銀行によりますが、口座から預金を引き出すために、銀行がサービス手数料を取るかもしれません。
      他の口座へのお金の振り替えも出金です。
      GnuCashでこれらの各種出金をどのように記録するか詳しく見てみることにします。
    
ATM/現金での出金



現金の出金は銀行勘定科目から現金勘定科目までの資金移動として扱われます。
        GnuCashには現金での購入を追跡する専用の現金タイプ勘定科目があります。よって、ATMや他の現金の出金を記録するためには現金勘定科目をセットアップしてください。
      
現金勘定科目では、詳細に関して異なるレベルで使用することができます。
        基本レベルでは、当座預金勘定科目から現金勘定科目まで単に資金移動するだけです。
        これでは、ある日にいくらの出金があったのか分かりますが、何にお金を費やしたかは分かりません。
        もう少し手間をかけて、現金で購入した物も記録するために現金勘定科目を使用し、何にお金を費やしたかを知ることができます。
        現金勘定科目から費用勘定科目までの資金移動としてこれらの買い物を記録します。
      
幾ばくかの人は現金での買い物を毎回記録しますが、これは多くの手間がかかります。
        より簡単な方法は、レシートを持っている買い物を記録し、次に財布にある金額と合うように勘定科目の貸借残高を調整することです。
      
出金のために少なくとも一つの現金勘定科目をセットアップするのは名案です。
        お金を何に費やしたかまで追跡すると決めたら、お金を費やした取引を入力します。
        使用したい詳細のレベルを決定します。
      


付録C GNU Free Documentation License


      Version 1.1, March 2000
    

製作著作 © 2000 Free Software Foundation, Inc.

Free Software Foundation, Inc. 59 Temple Place,

        Suite 330, Boston, MA

        02111-1307  USA


        Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but
        changing it is not allowed.
      




0. PREAMBLE



The purpose of this License is to make a manual, textbook, or other written document
      「free」 in the sense of freedom: to assure everyone the effective freedom to copy
      and redistribute it, with or without modifying it, either commercially or noncommercially.
      Secondarily, this License preserves for the author and publisher a way to get credit for their
      work, while not being considered responsible for modifications made by others.
    
This License is a kind of 「copyleft」, which means that derivative works of the document
      must themselves be free in the same sense. It complements the GNU General Public License,
      which is a copyleft license designed for free software.
    
We have designed this License in order to use it for manuals for free software, because free
      software needs free documentation: a free program should come with manuals providing the same
      freedoms that the software does. But this License is not limited to software manuals; it can
      be used for any textual work, regardless of subject matter or whether it is published as a
      printed book. We recommend this License principally for works whose purpose is instruction or
      reference.
    


支払処理



最終的に、仕入先請求書に対して支払いを行う必要があります。
      支払いを行うためには、
      ビジネス → 仕入先 → 支払処理
      メニューを選択し、支払処理を行います。
    
支払処理の構成は次のようになります。
    
	支払情報 -仕入先 - 支払いを行う仕入先を入力します。
          仕入先を新規作成ウィンドウで入力した仕入先の会社名を覚えている場合、この欄に入力を始めるとGnuCashは自動的に残りを補完します。
          覚えていない場合は、選択...ボタンをクリックし、「検索と編集」で説明した仕入先を検索ウィンドウにアクセスします。
          検索結果で探している仕入先をクリックしてハイライト表示し、次に選択ボタンを押します。
        

	支払情報 - 仕入先 - 支払いを行う仕入先を入力します。
          仕入先請求書IDを覚えている場合、この欄に入力を始めるとGnuCashは自動的に残りを補完します。
          覚えていない場合は、選択...ボタンをクリックし、「検索」で説明した仕入先を検索ウィンドウにアクセスします。
          検索ウィンドウの検索結果で探している仕入先をクリックしてハイライト表示し、次に選択ボタンを押します。
        

	支払情報 - 日付 -
          支払いを行う日付を入力します。通常は今日の日付です。
        

	支払情報 - 金額 -
          この支払いで資金移動を行う金額を入力します。
        

	支払情報 - 番号 - 小切手番号を入力します。
        

	支払情報 - 摘要 - この支払いに関する摘要を入力します。
        

	記帳先 -
          この取引を記帳する買掛金勘定科目を入力します。
        

	資金移動勘定科目 - 支払いを行う元となる勘定科目
          (例えば当座預金勘定科目) を入力します。
        



GnuCashの売掛金支払ウィンドウは次のようになります。
    
[image: 支払処理]支払処理ウィンドウ
          




予算帳票



既に予算の作成という最大の難所を通過しました。
      しかし、実際の財務取引が計画と比較してどのようになっているかを知りたいとします。
      予算帳票を作成する必要があります。
    
帳票 → 予算 → 予算帳票
      をクリックします。
      予算帳票は各勘定科目に対して、予算と実際の金額を予算期間ごとに2つの隣接した列に表示します。
      複数の予算を作成している場合、帳票でどの予算を使用したら良いかを選択するためには予算帳票オプションを使用します。
    

住宅または自動車の売却(How-To)



GnuCashで家の売却を記録する場合には、いくつかの異なる方法があります。
      ここではそれらのうち二つを説明します。一つは購入金額と売却金額だけを入力する方法です。
      もう一つは、不動産市場の上下に追従して、その間のさまざまな未実現利益を記録する方法です。
    

単純な取引



この方法では、適切な売却金額を記録するだけです。
      
住宅を売却する2通りの例を見てみましょう。一つは利益が伴い、もう一つは損失が伴います。
        自動車を代わりに売却したい場合は、単に住宅勘定科目が自動車勘定科目に変わるだけです。
      

-資産
  -固定資産
    -住宅
  -流動資産
    -普通預金
-収益
  -長期資本利得
    -住宅

      
	大昔に300,000ドルで家を買いました。それを600,000ドルで売却する方法を管理します。
            これをどのように記録しますか?
          
これを記録するためには、600,000ドル銀行勘定科目を増加させ、600,000ドル他の勘定科目を減少させる必要があります。
            住宅勘定科目には住宅を購入した金額である300,000ドルしかありません。よってこの金額を銀行勘定科目に資金移動します。
            それでは300,000ドル足りません。
            この金額は収益:長期資本利得:住宅勘定科目から取り出します。
            銀行勘定科目
            (資産:流動資産:普通預金)
            に入力するスプリット取引は次のようになります。
          
表7.3 利益を伴う資産 (住宅) の売却
	
                      勘定科目
                    	
                      増加
                    	
                      減少
                    
	
                      資産:流動資産:普通預金
                    	
                      600,000ドル
                    	 
	
                      資産:固定資産:住宅
                    	 	
                      300,000ドル
                    
	
                      収益:長期資本利得:住宅
                    	 	
                      300,000ドル
                    




          

	大昔に300,000ドルで家を買いました。しかし、新しい空港ができたため230,000ドルでしか売却できませんでした。
            これをどのように記録しますか?
          
これを記録するためには、230,000ドル銀行勘定科目を増加させ、230,000ドル他の勘定科目を減少させる必要があります。
            住宅勘定科目には住宅を売却した金額より多い300,000ドルあります。
            したがって、銀行勘定科目に230,000ドル資金移動します。
            この後にも住宅勘定科目には70,000ドル残っており、それを取り除く必要があります。
            そのためには収益:長期資本利得:住宅勘定科目に資金移動します。これは損失を意味します。
            住宅勘定科目
            (資産:固定資産:住宅)
            に入力するスプリット取引は次のようになります。
          
表7.4 損失を伴う資産 (住宅) の売却
	
                      勘定科目
                    	
                      増加
                    	
                      減少
                    
	
                      資産:固定資産:住宅
                    	 	
                      300,000ドル
                    
	
                      資産:流動資産:普通預金
                    	
                      230,000ドル
                    	 
	
                      収益:長期資本利得:住宅
                    	
                      70,000ドル
                    	 




          




より複雑な取引



この例では、より複雑な会計原則に少し触れます。
        この項目に関する詳細については、9章資本利得を参照してください。
      
ここで触れるのは、正確に住宅の現在価値を評価していた場合だけです。
        他の場合 (過剰評価、過少評価)
        については、9章資本利得を参照してください。
      

-資産
    -固定資産
        -住宅
            -購入価格
            -未実現利益
    -流動資産
        -普通預金
-収益
    -実現利益
        -住宅
    -未実現利益
        -住宅

      
大昔に300,000ドルで家を買いました。そして、長い間、市場を良く見続けており、住宅の推定現在価値の記録を更新していました。
        それを売却する時、現在の市場価格が600,000ドルであると決めました。
      
600,000ドル (見積市場価格) と300,000ドル (購入価格)
        の差が現在の未実現利益です。
        したがって、資産:固定資産:住宅:未実現利益勘定科目の貸借残高は300,000ドルです。
      
売却する取引をどのように記録しますか?
      
これを記録するためには、600,000ドル銀行勘定科目を増加させ、600,000ドル他の勘定科目を減少させる必要があります。
        最初に、収益勘定科目で未実現利益から実現利益に変更しなければいけません。
        そして全額を資産:固定資産:住宅子勘定科目から資金移動する必要があります。
      
収益:実現利益:住宅勘定科目に入力する取引は次のようになります。
      
表7.5 利益を伴う資産 (住宅) の売却
	
                  勘定科目
                	
                  増加
                	
                  減少
                
	
                  収益:実現利益:住宅
                	
                  300,000ドル
                	 
	
                  収益:未実現利益:住宅
                	 	
                  300,000ドル
                




      
資産:流動資産:普通預金勘定科目に入力する取引は次のようになります。
      
表7.6 利益を伴う資産 (住宅) の売却 その2
	
                  勘定科目
                	
                  増加
                	
                  減少
                
	
                  資産:流動資産:普通預金
                	
                  600,000ドル
                	 
	
                  資産:固定資産:住宅:購入価格
                	 	
                  300,000ドル
                
	
                  資産:固定資産:住宅:未実現利益
                	 	
                  300,000ドル
                




      
これらの取引を記録した後、住宅資産勘定科目が0になります。普通預金勘定科目は600,000ドル増加します。そして、収益:実現利益が300,000ドルまで増加します。
      


照合



通常は取引と銀行取引計算書を確認します。照合として知られている手順です。
      GnuCashでは各取引の照合状況を追跡できます。
    
取引の照合状況は照合(R)欄に表示されます。
      照は取引が照合されたことを示します。未は照合されていないことを示します。清は清算されたが、照合されていないことを示します。
      照合欄をクリックすることで、未と清の間で照合状況を順番に切り替えることができます。
      照合ウィンドウを使用して、それを照に設定することができます。
    
勘定科目ウィンドウの下端に、2つ(他にもあるかもしれませんが)の現状を表す貸借残高(清算済と照合済貸借残高)、および合計貸借残高があります。
      前者は銀行口座にどのくらいのお金が存在しているかを表します。一方、後者には未決済の残存取引が含まれます。
    
例えば、何かに対して小切手を書くとき、取引をGnuCashに入力するべきです。
      取引の照合欄には、初期値として未(未照合)が入力されます。
      新規入力は合計貸借残高に影響を及ぼしますが、清算済、照合済貸借残高には影響を及ぼしません。
      その後、小切手が換金されたと分かったら、清(清算済)に変更するために取引の照合欄をクリックします。
      これを行うと、清算済貸借残高にこの金額が含まれるようになります。
      銀行取引計算書が到着したら、後はGnuCashの照合ウィンドウで記録と計算書を比較します。
      そこで、照合欄を照(照合済)に変えることができます。
    
注記
記録簿ウィンドウで照合を行うことはできません。照合ウィンドウを使用しなければなりません。
        取引が照合済であるといったんマークされると、次回の照合の期首残高を壊さず変更することは容易ではありません。
      

照合ウィンドウ



照合ウィンドウは、銀行または他の機関から送られた計算書とGnuCashの勘定科目を照合するために使用します。
        照合は、銀行での記録を再確認するだけではなく、残存取引(例えば、現金化されていない小切手)をより良く認識するために役に立ちます。
      
照合ウィンドウを使用するためには、勘定科目ツリーから勘定科目を選択して、
        アクション → 照合
        を選択します。
        次のような照合情報の入力ウィンドウが表示されます。
      
[image: 照合ウィンドウ]初期照合ウィンドウ。
            



初期照合ウィンドウでは、いくつかの照合情報を入力する必要があります。
      
	計算書発行日
	照合する計算書の日付です。
            
ヒント
この欄の右側にある下向き矢印をクリックするとカレンダーが開きます。
              


	期首残高
	ここには前回の照合以降の残高が編集不可能な項目として表示されます。
              これは計算書の期首残高と一致しているはずです。
            
注記
時々、GnuCashの期首残高が計算書と一致しないことがあります。
                これは、ある勘定科目の初回の照合時、または以前に照合した取引の照合を解除したか削除した時に発生します。
              

勘定科目の初回照合時は、期首残高は0.00となります。それはおそらく勘定科目の開始残高ではないでしょう。
              勘定科目を照合するとき、勘定科目の開始残高が照合に含まれるようにしてください。その結果として貸借残高が一致するでしょう。
            
以前に照合済とした取引を間違って照合解除してしまった場合は、現在の計算書の取引と併せてに、単に再照合してください。その結果として貸借残高が一致するでしょう。
            
以前に照合済とした取引を誤って削除した場合は一層の挑戦が必要です。
              何が削除されたかを決定して、それを記録簿に復元できない限り、照合を終えるための疑似的な取引を作成しなければなりません。
            

	期末残高
	この欄には、計算書に載っている期末残高を入力します。
            
注記
勘定科目記録簿の下部に表示されている現在の貸借残高が、GnuCashによってこの欄に自動的に入力されます。
              


	子勘定科目を含める
	照合対象に、現在選択されている勘定科目の子勘定科目に属する取引を含める場合にこのオプションを選択してください。
            

	利払いの入力
	このボタンをクリックすると、照合する勘定科目に利子の取引を入力するための新しいウィンドウが開きます。
            
ヒント
銀行、クレジットカード、投資信託、資産、売掛、買掛、および負債タイプ勘定科目の場合、照合開始時に、利払いウィンドウが自動的に開くかもしれません。
                前に列挙した勘定科目のすべてでこの動作を無効にする場合は、GnuCash
                設定の記録簿タブで自動利子入力オプションのチェックを外してください。
                選択した勘定科目のみでこの動作を無効にする場合は、利払いウィンドウでこの勘定科目では自動利払い入力を行わないがボタンを押してください。
              




そして、OKボタンをクリックすると、照合ウィンドウに取引一覧が表示されます。
      
[image: 照合ウィンドウ]照合ウィンドウの取引一覧。
            



入金と出金と呼ばれる2つの欄に、照合を行う勘定科目に属する未照合の取引が一覧表示されます。
        照合列には、取引が清算されたか、または照合されたかについて表示されます。
      
今度は、銀行取引計算書の各項目を検査し、照合ウィンドウで一致している項目を探します。
      
見つけることができない取引が一つでもあるなら、取引を入力するのを忘れたか、または知らない取引が発生したのでしょう。
        欠けている取引を入力するために、記録簿ウィンドウを開いてツールバーの新規ボタンか、メニュー項目の
        取引 → 新規
        を使用してください。
        取引を入力した後にEnterボタンを押下すると、照合ウィンドウに新しい項目が表示されます。
      
照合ウィンドウで項目を見つけたら、項目の金額と計算書の金額を比較します。
        それらが一致しない場合、GnuCashへ取引を入力したときに、間違えたのかもしれません。
        取引を訂正するするために、記録簿ウィンドウを開いてツールバーの編集ボタンか、メニュー項目の
        取引 → 編集
        を使用してください。
      
金額が一致していたら、照合ウィンドウで項目をクリックしてください。
        選択した取引の横にある照合列にチェックマークが表示されます。
        GnuCashによって自動的に右下の要約部分の金額が更新されます。
      
ヒント
項目をスクロールするためには上下矢印キー、照合とマークするためにspaceキー、入金と出金欄を移動するためにTabキーを使用できます。
        

後は銀行取引計算書にある各項目に対してこれを繰り返します。銀行取引計算書の金額がGnuCashの金額と一致していることを確かめて、GnuCashで取引を照合済とマークします。
      
照合が終わった時には、照合ウィンドウの下部にある差分欄には0.00ドルと表示されているはずです。
        他の金額が表示されているなら、取引が抜けているか、またはいくつかの金額がGnuCash上で不正確なのかもしれません。
        (まず無いでしょうが、銀行が間違えたかもしれません。)
      
銀行取引計算書のすべての項目をマークして、差分が0.00ドルであることを確認したら、ツールバーの完了ボタンをクリックするかメニューの
        照合 → 完了
        を選択します。 照合ウィンドウが閉じます。
        記録簿ウィンドウでは、照合済取引の照合欄が照に変化します。
      
まだすべての情報を受け取っていない場合は、単にに延期を押して、次の作業を続けてください。
        照合列が、清算済(清)と表示されているか2つの取引を良く見てください。
        これらはまだ照合されていませんが清算済とマークしたことでのこれらの2つの取引について確認しました。
        勘定科目記録簿の下端にあるステータスバーを見ると、何が照合済で、何が清算済かの要約があります(清算済:USD
        954.79,照合済:USD 0.00) 。
      
[image: 当座預金勘定科目]照合延期後の当座預金勘定科目。
            





まとめ



注記
本節では本書を通して続くチュートリアルを始めます。
        各章の最後に、その章で説明した概念を、一連の例を通じて指導するまとめがあります。
        各まとめ節は前章で説明されているものから構築されます。簡単にアクセスするためにファイルを必ず保存してください。
      

では始めましょう!
    
	最初に、実データを保存するためのファイルを作成しましょう。
          GnuCashを開いてメニューバーから
          ファイル → ファイルを新規作成
          を選択してください。
          新規勘定科目階層の作成アシスタントで、一度にいくつかの勘定科目を作成できます。
        
注記
初めてGnuCashを実行した場合は、デフォルトの値が見つかりません画面が表示されます。この詳細はGnuCashマニュアルに記述されています。
          

[image: 新規勘定科目階層のセットアップアシスタント]この画像が新規勘定科目階層のセットアップアシスタントの最初の画面です。
              



アシスタントの最初の画面はアシスタントが実行することに関する説明文です。進むボタンをクリックして次画面に進みます。
        

	2番目の画面では、新しい勘定科目で使用する通貨をドロップダウンリストから選択します。
          そして進むボタンを押下します。
        
注記
ここで選択した通貨はこのアシスタントので作成されるすべての勘定科目に適用されます。
          

[image: 新規勘定科目階層のセットアップアシスタント - 通貨]この画像が通貨を選択するための新規勘定科目階層のセットアップアシスタントの2番目の画面です。
              




	3番目の画面ではカテゴリの共通勘定科目集を選択します。
          そして進むために、進むボタンを押下します。
        
注記
望むなら、ここではあらかじめ定義された勘定科目の集合を一つ以上選択できます。
            勘定科目タイプの詳しい情報に関しては「GnuCash勘定科目」を参照してください。
          

[image: 新規勘定科目階層のセットアップアシスタント - 勘定科目の選択]この画像が勘定科目の種類を選択するための新規勘定科目階層のセットアップアシスタントの3番目の画面です。
              




	4番目の画面で、それぞれの勘定科目に開始残高を設定できます。加えて勘定科目がプレースホルダーであるかどうかも設定できます。
          これらの機能に関しては次の章で説明するので、GnuCashによって構成されたままの状態にすべてを残したまま、アシスタントの最後の画面を開くために進むをクリックします。
        
[image: 新規勘定科目階層のセットアップアシスタント - 設定]この画像が開始残高を設定するための新規勘定科目階層のセットアップアシスタントの4番目の画面です。
              




	アシスタントの最後の画面では、すべての勘定科目を作成してアシスタントを終了するために適用をクリックします。
        
[image: 新規勘定科目階層のセットアップアシスタント - 終了]この画像が新規勘定科目階層のセットアップアシスタントの最後の画面です。
              




	メインウィンドウは今このようになります:
        
[image: テストファイルを表示するメインウィンドウ]

次に、テストデータを保存するためにファイルを作成します。
          これは本書のチュートリアルを通して使用されるファイルです。
          名前を付けて保存...ダイアログを開くために、
          ファイル → 名前を付けて保存...
          をクリックします (または、キーボード上で
          Shift+Ctrl+S
          を入力します)。
          データ形式としてXMLを選択、ファイル名をgcashdata_1とし、ファイルを保存するフォルダーを選択します。
        




第11章 減価償却



本章では、会計における減価償却の概念を紹介し、それを使用するためのいくつかの実例を説明します。
  
基本概念



減価償却は、時間経過とともに取得原価を経費計上する会計方法です。
      減価償却を記録したいと思うのは2つの理由がある場合です。
      一つは、個人財務のために帳簿を付けていて、純資産の動向をおさえたいと思う場合です。もう一つは、小規模事業のために帳簿を付けていて、税務申告書を準備する財務諸表を製作する必要がある場合です。
    
最終目的は異なりますが、減価償却を記録する方法はどちらの場合も同じです。
      本節では2つの差異について説明します。
      しかし最初は専門用語集からです。
    
	減価償却累計額 -
          資産の耐用年数に従って課される帳簿上の減価償却の累積額です。これは資産分野における減価勘定として累算されます。
        

	帳簿上の減価償却費 -
          1会計期間に財務諸表に記録する減価償却費です。
        

	公正市場価額 -
          ある時点で資産を売却することができたとした時の金額です。
        

	正味帳簿価額 -
          取得価額からこれまでの減価償却累計額を引いた金額です。
        

	取得価額 - 資産を購入するために費やした合計金額です。
          資産を使用できるようにするために費やしたすべての金額を含みます。
          例えば、輸送費、架設費、訓練費などです。
        

	残存価額 - (あなたにとっての)
          耐用年数が終了し、売却するとした時の資産評価額です。
        

	税金減価償却費 -
          これは収益への課税を目的とした減価償却費です。
        



個人財務



個人財務における減価償却は、現在の純資産の正確な推定額を知るために、定期的に資産の評価額を下げるために使用します。
        例えば、自動車を所有しているなら、毎年の減価償却を記録することによって、現在価値の動向をおさえることができます。
        これを実現するためには、資産として取得価額を記録し、後は毎年1回、減価償却費を記録します
        (例として「例」を参照してください)。
        これにより、年末になると資産の正味帳簿価額が公正市場価額とだいたい等しくなります。
      
個人財務の減価償却は、全く税金に影響がありません。単に純資産を見積もるのを助けるために使用されます。
        このため、どのように減価償却を見積もるかの規則は全くありません。自身で最良と判断したものを使用してください。
      
では、どのような資産の減価償却を見積もらなければいけないのでしょうか?
        個人財務における減価償却の目的は、個人の純資産の推定を行うためなので、自動車またはボートのように潜在的に売却することができる、価値のある資産で減価償却を追跡するだけで良いです。
      

ビジネス



個人財務では個人の純資産を追跡することが目的であるのと対照的に、ビジネスでは固定資産の取得価額とそれらによって得られた収益の関係を対応させる必要があります。
        これは帳簿の減価償却を通して行います。
        また、ビジネスではその地域の税法が資産の減価償却に必ず関係します。
        これは税金減価償却費として知られています。
        ビジネスでは、帳簿上に記録する減価償却の体系は自由に選択することができますが、税金減価償却費に使用する減価償却の体系は決められています。
        この結果として、たまに、帳簿と税金減価償却費の間で差異が発生します。しかし、これらの差異を減少させるための手順をとることができます。
      
では、どのような購入品を資産計上しなければいけないのでしょうか?
        もし本年度以降にも収益を得るために何かを購入しようと考えるなら、それを資産計上しなければいけません。
        これはビジネス目的に使用される限り、土地、建物、設備、自動車、およびコンピューターのようなものを含みます。
        これには在庫であると考えられる商品は含まれません。
        よって、商品を再販する意図を持って仕入れたなら、それを資産計上してはいけません。
      
資産自体の購入価格に加えて、資産を使用できるようにするために費やしたすべての費用を資産計上しなければいけません。
        例えば、設備一式を購入するとします。それは、町の外から搬送し、機械のプラグを差し込むことができるように何らかの電気工事を行い、機械を使用する方法を知るために何らかの専門研修が必要となります。この場合、これらにかかるすべての費用を設備の取得価格に含めます。
      
また、資産の残存価額を知る必要があります。
        一般的にはこれは0であると見なされます。
        残存価額を知る背景は、正味帳簿価額 (原価差引減価)
        が残存価額と等しくなるまで資産が減価償却されるからです。
        そして、資産を帳簿から除却する時に、資産処分に伴う損益は発生しません。
      
最後の手順は、使用する減価償却の方法を決定することです。
        これは次に説明します。
      
警告
国が異なれば減価償却に関する実質的な税政策が異なることに気を付けてください。
          本書を通して提供しているのは、実際には、「お気に入り」の課税/減価償却方法を適用するのを助けるための、根底にある知識の一部です。
        




まとめ



4章取引で当座預金勘定科目にいくつかの取引を入力しました。
      本章では、より多くの取引を追加した後、それらを照合します。
    
開始残高



では、前の章で保存したgcashdataファイル(gcashdata_4)を開くことから始めましょう。
        勘定科目表は次のようになります。
      
[image: 勘定科目表]この画像が勘定科目表です。
            




取引の追加



	まず、メインウィンドウから当座預金勘定科目を開きます。
            前の章では給与の取引を当座預金勘定科目への入金として入力しました。
            今度はもう1種類入金の取引を入力します。普通預金勘定科目から当座預金勘定科目への資金移動です。
            空白行で普通預金勘定科目から当座預金勘定科目まで500ドルの資金移動する取引を入力します(この場合、最後の取引日は3月28日でしたが、この資金移動取引は3月24日に行われたとします)。
            当座預金勘定科目を開いているので、資金移動の勘定科目は普通預金勘定科目です。
            当座預金勘定科目は今、このようになります。
          
[image: 当座預金勘定科目記録簿]この画像は当座預金勘定科目記録簿です。
                




	では、この勘定科目に関するいくつかの小切手を書きましょう。
            最初に地元の食料品店宛てに75ドルの小切手を切ります(3月5日)。
            このお金のすべてを、食品を買うために使用しているので、資金移動の勘定科目は食費です。
            次にABCハードウエア宛てに100ドルの小切手を切ります(3月6日)。
            日用品50ドルと工具50ドルです。
            これらにはそれぞれ費用タイプの勘定科目を作成する必要があり、スプリットを入力します。
            当座預金勘定科目は今、このようになります。
          
[image: 当座預金勘定科目記録簿]この画像は、何枚かの小切手を登録した後の当座預金勘定科目記録簿です。
                




	今、いくらか現金を引き出す必要があるとします。
            勘定科目表には現金勘定科目をセットアップしていないので、一つ作成する必要があります。
            資産タイプの最上位勘定科目内に現金勘定科目を作成します。
            当座預金勘定科目記録簿で、3月25日に当座預金勘定科目から現金勘定科目まで100ドルの資金移動するATM引き出し取引を入力します。
          
[image: 当座預金勘定科目記録簿]この画像はATM引き出しを行った後の当座預金勘定科目記録簿です。
                







開始残高



これで、当座預金勘定科目を銀行計算書(見本)と照合する準備ができました。
      
[image: 銀行計算書の見本]この画像は銀行計算書の見本です。
            



	メニューから
            アクション → 照合
            を選択し、期末残高として1451.79ドルを入力します。
            勘定科目の照合を開始するためにOKをクリックします。
            計算書見本に書かれているとおり項目に照合の印を付けます。
            すべての項目に照合の印を付けたとき、照合ウィンドウは次のようになります。
          
[image: 照合ウィンドウ]この画像は5ドルの差分がある照合ウィンドウです。
                



照合済みの貸借残高が期末残高と5.00ドル異なることに注意してください。
            銀行計算書見本を調べると、当座預金勘定科目に追加されていない5.00ドルの手数料があるのが分かります。
          

	よって、当座預金勘定科目記録簿をクリックし、5.00ドルの手数料を当座預金勘定科目に追加します。
            当座預金勘定科目記録簿の空白行で、当座預金勘定科目から手数料勘定科目まで5.00ドルの資金移動する取引を入力します。
            (費用タイプの手数料勘定科目を作成する必要があります。)
            この取引のために入力する日付は、計算書見本に印刷された取引日付を使用します。
            当座預金勘定科目は次のようになります。
          
[image: 当座預金勘定科目記録簿]この画像は、手数料を追加した当座預金勘定科目記録簿です。
                




	照合ウィンドウをクリックして戻ると、出金欄に手数料があるはずです。
            照合の印を付けるためにクリックすると、下の差分が0.00になります。
            照合を完了するためにツールバーの終了ボタンをクリックします。
            たった今照合した各取引に対する当座預金勘定科目記録簿の照合欄が照になります。
            また、下部のステータスバーに照合済:USD1451.79と表示されることも確認できます。
          
[image: 当座預金勘定科目記録簿]この画像は照合済みの当座預金勘定科目記録簿です。
                







ファイルの保存



メインウィンドウに戻り、gcashdata_5という新しい名前でファイルを保存してください。
        勘定科目表は着実に成長しています。そして次のようになっているはずです。
      
[image: 勘定科目表]この画像が勘定科目表です。
            




帳票



前の章と同じように、キャッシュフロー帳票および取引出納帳を見てみましょう。
      
	最初に、3月分のキャッシュフロー帳票を見ましょう。
          
帳票 → 収益・費用 → キャッシュフロー
            でキャッシュフロー帳票を選択します。
          
[image: 3月のキャッシュフロー帳票]この画像が5章小切手帳の後のキャッシュフロー帳票です。
                




	今度は、さまざまな資産勘定科目に関する取引出納帳を見ましょう。
          
帳票 → 取引出納帳
            で取引出納帳を選択します。
          
[image: 3月の資産勘定科目の取引出納帳]この画像は3月の資産勘定科目の取引出納帳です。
                




	今度は、さまざまな費用勘定科目のみを表示する取引出納帳に変更しましょう。
          
[image: 3月の費用勘定科目の取引出納帳]この画像は3月のさまざまな費用勘定科目の取引出納帳です。
                






帳票に一覧表示されている勘定科目のうち、クレジットカード勘定科目をまだ使用していないことに注意してください。
        GnuCashで銀行勘定科目と現金勘定科目の動向をおさえる方法を知りました。加えてクレジットカードの追跡を始めたいと思います。
        GnuCashにはクレジットカード用の特別なタイプの勘定科目があります。これは次の章で説明します。
      


付録B 補助ファイル形式



注記
本書はファイル形式の説明のため日本語訳は行いません。
    

These are the formats of some auxiliary files used by GnuCash.
  
Check Format Files (*.chk)



Overview



The check format file is used to tell GnuCash how to print a check or checks onto a page of paper.
        This file first describes the overall layout of a page (number of checks, orientation, etc)
        and then describes the layout of the specific items on a single check. The file is organized
        as a typical Key/Value file used by many Linux applications. Keys/values pairs are grouped
        into sections that begin with the group name enclosed in square brackets.
      
GnuCash looks for check format files in two different locations when you bring up the check printing
        dialog. The first location is typically
        /usr/share/gnucash/checks, where check files
        distributed with the application can be found. The second location is the user private
        ~/.local/share/gnucash/checks
        [1]
        directory. Users may add check formats at any time (even while GnuCash is running) simply by
        dropping a new *.chk file in this directory. The next time the check
        printing dialog is opened the new check format will appear in the list of available check
        formats.
      
注記
Printing functions differently depending on the version of GTK that is installed on your system.
          When GnuCash is using a version of GTK prior to 2.10 all offsets are measured from the lower
          left corner of the page or check. When using GTK 2.10 or later, all offsets are measured
          from the upper left corner of the page or check.
        


Example file



A typical GnuCash check file is presented below. The contents of this file will be described in the
        next sections.
      
[Top]
Guid = 67b144d1-96a5-48d5-9337-0e1083bbf229
Title = Quicken/QuickBooks (tm) US-Letter
Rotation = 0.0
Translation = 0.0;4.0
Show_Grid = false
Show_Boxes = false

[Check Positions]
Height = 252.0
Names = Top;Middle;Bottom

[Check Items]
Type_1 = PAYEE
Coords_1 = 90.0;102.0;400.0;20.0

Type_2 = AMOUNT_WORDS
Coords_2 = 90.0;132.0

Type_3 = AMOUNT_NUMBER
Blocking_Chars_3 = true
Coords_3 = 500.0;102.0

Type_4 = DATE
Coords_4 = 500.0;67.0

Type_5 = NOTES
Coords_5 = 50.0;212.0

Field Descriptions



Top Group



This section of the check file describes the overall layout of a page of checks (or check) that goes
          into the printer.
        
表B.1 Overall Page Description Fields
	
                  Name
                	
                  Type
                	
                  Required
                	
                  Description
                
	
                  Guid
                	
                  string
                	
                  mandatory
                	
                  The guid is used to uniquely identify a check format to GnuCash. It must be unique
                  across the entire set of application supplied and user supplied check formats. If
                  you copy an application check file as the basis of your own check format, you must
                  change this value. The uuidgen program may be used to
                  generate these identifiers.
                
	
                  Title
                	
                  string
                	
                  mandatory
                	
                  The title is used to uniquely identify a check format to the user. This value is
                  presented verbatim in the check format list of the check printing dialog. If you
                  copy an application check file as the basis of your own check format, you should
                  change this value. The title may be any utf-8 string.
                
	
                  Font
                	
                  string
                	
                  optional
                	
                  If supplied, this is the default font used to print all text items on this check.
                  This field can contain any string that is acceptable by gtk as a font specifier.
                  If this field is omitted, the default font is the font specified in the GnuCash
                  preferences dialog. A typical string would be 「sans 12」.
                
	
                  Blocking_Chars
                	
                  boolean
                	
                  optional
                	
                  If supplied, this is the default used when printing all TEXT
                  items on this check. When set to true, will print *** before
                  and after each text field on the check. Blocking characters are printed to protect
                  check fields from alteration. For example, the amount field may be printed as
                  ***100.00***
                
	
                  DateFormat
                	
                  boolean
                	
                  optional
                	
                  If supplied, this is the default used when printing all DATE
                  items on this check. When set to true, will print the format of the DATE in 8
                  point type, centered and below the actual DATE. For example DDMMYYYY.
                
	
                  Rotation
                	
                  double
                	
                  optional
                	
                  This value specified the rotation of the entire page (in degrees) around the
                  origin point. For gtk versions prior to 2.10, the origin point is in the lower
                  left corner of the page and rotation values increase in the counter-clockwise
                  direction. For gtk version 2.10 and later, the origin point is in the upper left
                  corner of the page and rotation values increase in the clockwise direction.
                  Rotation of the page is applied before translation.
                
	
                  Translation
                	
                  list of 2 doubles
                	
                  optional
                	
                  These values specify the x and y translation of the entire page (in points)
                  relative to the origin point. For gtk versions prior to 2.10, the origin point is
                  in the lower left corner of the page and translation values increase moving up and
                  to the right. For gtk version 2.10 and later, the origin point is in the upper
                  left corner of the page and translation values increase moving down and to the
                  right. Rotation of the page is applied before translation.
                
	
                  Show_Grid
                	
                  boolean
                	
                  optional
                	
                  If this value is set to true then GnuCash will draw a grid on
                  the page, starting at the origin with the lines spaced every 50 points. This can
                  be helpful when creating a check format file.
                
	
                  Show_Boxes
                	
                  boolean
                	
                  optional
                	
                  If this value is set to true then for each item where the
                  width and height have been specified, GnuCash will draw a box showing location and
                  maximum size of that item . This can be helpful when creating a check format file.
                



注記
The Blocking_Chars and DateFormat options are defined for all check formats in
            Edit->Preferences->Printing. It is recommened that these global options be set to false
            (the default), and that the options be set for individual Check Items as described
            below.
          


Check Positions Group



This group of items specifies how multiple checks are laid out on the same sheet of paper, and gives
          names to each of these check locations so that a user can specify which check location
          that GnuCash should print. This entire group of key/value pairs is optional, and should be
          omitted if the format file only specifies a single check per page of paper.
        
表B.2 Multiple Checks Per Page Fields
	
                  Name
                	
                  Type
                	
                  Required
                	
                  Description
                
	
                  Height
                	
                  double
                	
                  mandatory
                	
                  This field specifies the height of a single check on the page. If there are
                  multiple checks per page then this item is mandatory. If there is only a single
                  check per page, this entire section should be omitted.
                
	
                  Names
                	
                  list of strings
                	
                  mandatory
                	
                  This field specifies the names of the check locations that can be printed on each
                  page. These names represent the check positions starting from the top of the page
                  and moving downward. The names are presented verbatim in the check position list
                  of the check printing dialog. A typical value for this field is
                  "Top;Middle;Bottom", but it could also be "First;Second;Third" or any other set of
                  strings that clearly identify the check locations. If there are multiple checks
                  per page then this item is mandatory. If there is only a single check per page,
                  this entire section should be omitted.
                




Check Items Group



This section specifies the individual items that are printed on the check. There is no limit to the
          number of items that may be present in this section, and any given type of item can be
          repeated multiple times. This allows for the printing of checks that have a side stub, or
          for the one-per-page business checks that have both the check and multiple check stubs on
          the same page. For example, to print the payee name on a business check and on both stubs,
          simply specify three payee items with differing print coordinates.
        
Each key names in this section explicitly includes the item number to which it applies. E.G. The key
          named Type_1 applies to the first item to be printed, and the key
          Coords_3 applies to the third item to be printed. Item numbers start
          at one and increase sequentially. Any gap in the numbering sequence is interpreted by
          GnuCash as the end of the item list. Items are printed in the order of their item numbers,
          not in the order in which they appear in the file.
        
Each item specified must include a type declaration. The rest of the parameters for that item depend
          upon the particular type of that item. See 表B.4「Individual Check Item Types」 for a
          list of valid item types and their required parameters.
        
表B.3 Individual Check Item Fields
	
                  Name
                	
                  Type
                	
                  Required
                	
                  Description
                
	
                  Type_n
                	
                  string
                	
                  mandatory
                	
                  This field specifies the type of a single item to be printed on a check. See
                  表B.4「Individual Check Item Types」 for a list of valid item types.
                
	
                  Coords_n
                	
                  list of 2 or 4 doubles
                	
                  mandatory
                	
                  This field specifies the coordinates where the item should be placed on a check,
                  and optionally also specifies the width and height of the item. The numbers in
                  order are the X and Y offset of the lower left corner of the item, and optionally
                  the width and height of the item. If the width is supplied then the height must
                  also be supplied, so this field will always contain two or four numbers. For gtk
                  versions prior to 2.10, the origin point is in the lower left corner of the page
                  and translation values increase moving up and to the right. For gtk version 2.10
                  and later, the origin point is in the upper left corner of the page and
                  translation values increase moving down and to the right.
                  注記
Regardless of whether the origin is at the top or the bottom of the page, the coordinates always
                      specify the lower left point of the item.
                    


                
	
                  Font_n
                	
                  string
                	
                  optional
                	
                  If supplied, this is the font used to print this specific text item. This field
                  can contain any string that is acceptable by gtk as a font specifier. If this
                  field is omitted, the default font is the font specified in the
                  Top section of the check description file, or if that was
                  omitted the font specified in the GnuCash preferences dialog. This field is only
                  recognized when using gtk version 2.10 or later.
                
	
                  Align_n
                	
                  string
                	
                  optional
                	
                  If supplied, this is the alignment used to print this specific text item. This
                  field must contain one of the strings 「left」, 「center」
                  or 「right」. If this field is omitted, the text will be left aligned.
                  This field is only recognized when using gtk version 2.10 or later.
                
	
                  Text_n
                	
                  string
                	
                  optional
                	
                  This field is only used when the item type is TEXT. It
                  specifies the utf-8 text that should be printed on the check.
                
	
                  Filename_n
                	
                  string
                	
                  optional
                	
                  This field is only used when the item type is PICTURE. It
                  specifies the filename of the image that should be printed on the check. The
                  string may specify either an absolute path name or as a relative path name. If a
                  relative path name is specified, GnuCash first looks in in the application check
                  format folder (typically
                  /usr/share/gnucash/checks ) for the image
                  file, and if it is not found there then it looks in the user private
                  ~/.local/share/gnucash/checks[1]
                  directory for the image. This field is only recognized when using gtk version 2.10
                  or later.
                
	
                  Blocking_Chars_n
                	
                  boolean
                	
                  optional
                	
                  If supplied, this will set the print Blocking_Chars option
                  for this item.
                
	
                  DateFormat_n
                	
                  boolean
                	
                  optional
                	
                  If supplied, this will set the print DateFormat option for
                  this item.
                



These are the individual items that can be printed on a check. All items require the coordinates on
          the page where the item should be printed. The majority of these items result in text
          being printed on the page, and these items may have individual font and alignments
          specified. For example, the numerical amount of a check could be printed right justified
          while everything else is printed left justified. Other types may have unique parameters.
        
表B.4 Individual Check Item Types
	
                  Name
                	
                  Required Fields
                	
                  Optional Fields
                	
                  Description
                
	
                  PAYEE
                	
                  Coords
                	
Font

Align

Blocking_Chars


                	
                  This type value tells GnuCash to print the check payee name at the specified
                  coordinates.
                
	
                  DATE
                	
                  Coords
                	
Font

Align

Blocking_Chars

DateFormat


                	
                  This type value tells GnuCash to print the check date at the specified coordinates.
                
	
                  NOTES
                	
                  Coords
                	
Font

Align

Blocking_Chars


                	
                  This type value tells GnuCash to print the transaction notes field at the specified
                  coordinates.
                
	
                  CHECK_NUMBER
                	
                  Coords
                	
Font

Align

Blocking_Chars


                	
                  This type value tells GnuCash to print the check number at the specified
                  coordinates. The check number reflects the book option selection under
                  File → Properties 
                  for number source (transaction number or anchor-split action - see
                  Use
                  Split Action Field for Number in the Book Options section of the GnuCash
                  Help Manual).
                
	
                  MEMO
                	
                  Coords
                	
Font

Align

Blocking_Chars


                	
                  This type value tells GnuCash to print the split memo field at the specified
                  coordinates.
                
	
                  ACTION
                	
                  Coords
                	
Font

Align

Blocking_Chars


                	
                  This type value tells GnuCash to print the split action field at the specified
                  coordinates. However, the printed field reflects the book option selection under
                  File →  Properties
                  for number source (transaction number or anchor-split action - see
                  
                  Use Split Action Field for Number in the Book Options section of the GnuCash
                  Help Manual). If number source for the book is specified as anchor-split action,
                  this field will instead print the transaction number field.
                
	
                  AMOUNT_WORDS
                	
                  Coords
                	
Font

Align

Blocking_Chars


                	
                  This type value tells GnuCash to print the check amount in words at the specified
                  coordinates. The amount will appear similar to the string "One thousand, two
                  hundred thirty four and 56/100".
                
	
                  AMOUNT_NUMBER
                	
                  Coords
                	
Font

Align

Blocking_Chars


                	
                  This type value tells GnuCash to print the check amount in numbers at the specified
                  coordinates. The amount will appear similar to the number "$1,234.56".
                
	
                  ADDRESS
                	
                  Coords
                	
Font

Align

Blocking_Chars


                	
                  This type value tells GnuCash to print the address at the specified coordinates.
                
	
                  SPLITS_ACCOUNT
                	
                  Coords
                	
Font

Align

Blocking_Chars


                	
                  This type value tells GnuCash to print the account names for each split entry
                  stating at the specified coordinates. See the note on splits printing.
                
	
                  SPLITS_AMOUNT
                	
                  Coords
                	
Font

Align

Blocking_Chars


                	
                  This type value tells GnuCash to print the amount for each split entry stating at
                  the specified coordinates. Amounts are printed with currency symbols. See the note
                  on splits printing.
                
	
                  SPLITS_MEMO
                	
                  Coords
                	
Font

Align

Blocking_Chars


                	
                  This type value tells GnuCash to print the memo text for each split entry stating at
                  the specified coordinates. See the note on splits printing.
                
	
                  TEXT
                	
                  Coords, Text
                	
Font

Align

Blocking_Chars


                	
                  This type value tells GnuCash to print an arbitrary string at the specified
                  coordinates. The string to be printed is specified with the
                  Text_n key.
                
	
                  PICTURE
                	
                  Coords, Filename
                	
                  (none)
                	
                  This type value tells GnuCash to print an image at the specified coordinates. The
                  image to be printed is specified with the Filename_n key.
                  This type is only recognized when using gtk version 2.10 or later.
                



注記
SPLIT items include all split entries for the transaction except for the split that applies to the
            current account register (referred to as the anchor-split). This is usually the last
            split listed when splits are displayed in the register. The coordinate location defines
            the lower left location for the split information.
          



Creating Check Format Files



Creating your own check format file is a fairly simple task. The easiest way to start is to copy an
        existing check format file from the application directory (typically
        /usr/share/gnucash/checks) to the directory
        ~/.local/share/gnucash/checks[1].
        Make sure to change the guid so the new file will be accepted by gnucash, and change the
        title to something descriptive. Then change or add individual item fields as necessary. You
        can also create a new check file by clicking the Save Format button
        on the Custom format page of the check printing dialog.
      
注記
Key names are case sensitive. If you are having problems with a check format file, ensure that all
          key names have capital letters as documented above.
        





[1] Up to GnuCash 2.6.21 it was ~/.gnucash/checks
          



About the Author



The GnuCash Documentation Team is a self-designated group of GnuCash users and developers who have
      volunteered to write this documentation for the benefit of the broader user base. People who
      are interested in joining this group are encouraged to express their interest on the GnuCash
      lists (gnucash-users and gnucash-devel) for further direction.
    
Contributors on the team so far have been:
      Amin Yawar [FAMILY Given]
      ,
      Aycinena J. Alex [FAMILY Given]
      ,
      Bullock Tom [FAMILY Given]
      ,
      Champagne Carol [FAMILY Given]
      ,
      Ellenberger Frank [FAMILY Given]
      ,
      Evans Mike [FAMILY Given]
      ,
      Good Chris [FAMILY Given]

      Herman Dave [FAMILY Given]
      ,
      Janssens Geert [FAMILY Given]
      ,
      Lapham Jon [FAMILY Given]
      ,
      Lyttle Chris [FAMILY Given]
      ,
      Marchi Cristian [FAMILY Given]
      ,
      Ralls John [FAMILY Given]
      ,
      Ratliff Robert [FAMILY Given]
      ,
      Stimming Christian [FAMILY Given]
      ,
      Yasuaki Taniguchi

      Thuree Bengt [FAMILY Given]
      , and
      T. David [FAMILY Given]
      .

    

まとめ



本章の前節で、GnuCashでの取引の動作に関する概念と仕組みを説明しました。
      本節では、前章で作成した初期状態の勘定科目表にいくつかの開始残高を設定し、取引と予定取引を追加することによって、勘定科目表を拡張します。
    
GnuCashファイルを開く



最初に、保存した前のデータファイルgcashdata_3emptyAcctsを開き、直接gcashdata_4として保存します。
        メインウィンドウは今このようになります。
      
[image: まとめにおける開始点]この画像が本節の開始点です。
            




開始残高



前に資産:当座預金勘定科目で説明したように、勘定科目の開始残高は、純資産:開始残高と呼ばれる特別な勘定科目に通常は割り当てます。
        この勘定科目表で入力を開始するために、勘定科目に対して開始残高を設定することから始めます。
        普通預金口座には1000ドルあり、クレジットカードに500ドルの未決済残高があると仮定します。
      
	資産:普通預金勘定科目記録簿を開きます。
            メニューから表示を選択して、基本元帳スタイルであることを確認してください。
            後で他のモードでの取引を見ますが、しかし当分はデフォルトである基本元帳スタイルを使用して基本的な取引を入力しましょう。
          

	資産:普通預金勘定科目記録簿ウィンドウから基本的な2勘定科目取引を入力し、純資産:開始残高から資金移動をして、開始残高を1000ドルに設定します。
            基本的な取引は、元の勘定科目から先の勘定科目までへの資金移動であることを忘れないでください。
            取引を記録します(Enterキーを押すか、または入力ボタンをクリックします)。
          

	資産:当座預金勘定科目記録簿ウィンドウから基本的な2勘定科目取引を入力し、純資産:開始残高から資金移動をして、開始残高を1000ドルに設定します。
          

	負債:Visa勘定科目記録簿ウィンドウから基本的な2勘定科目取引を入力し、純資産:開始残高から資金移動をして、開始残高を500ドルに設定します。
            請求としてVisa勘定科目に500ドル入力することによってこれを行います(または開始残高勘定科目を減少させます)。なぜならそれは借りているお金だからです。
            取引を記録します(Enterキーを押すか、または入力ボタンをクリックします)。
          



今、開始残高が設定された3つの勘定科目ができました。
        資産:当座預金、資産:普通預金、負債:Visaです。
      
[image: 開始残高設定後の勘定科目記録簿]この画像が開始残高です。
            




取引を追加する例



これから1カ月の費用をシミュレートするために、さらに取引を追加します。
        1カ月間で、電気料金に78ドル、電話料金に45ドルおよび家賃に350ドル費やすとします。
        すべて小切手で支払います。
        食費にも45.21ドル費やします。給料を670ドル受け取ります。また、今月のインターネット費用を支払います。
        最後に、普通預金口座から当座預金口座まで100ドル振り替えます。
      
	費用:電気料金勘定科目記録簿を開き、今月の終わり(例:2006年3月28日)に、78ドルの電気料金の請求に対して支払いを行う単純な2勘定科目取引を入力します。
            説明(例:電気料金)と小切手番号(例:102)を入力します。
            資金移動勘定科目は資産:当座預金にします。
          

	資産:当座預金勘定科目記録簿を開き、今月の終わり(例:2006年3月28日)に45ドルの電話料金の請求に対して支払いを行う単純な2勘定科目取引を入力します。
            説明(例:電話料金)と小切手番号(例:103)を入力します。
            資金移動勘定科目は費用:電話料金にします。
            貸方(費用勘定科目)または借方(資産勘定科目)のどちらからでも費用取引を入力できることを覚えてください。
          

	費用:家賃勘定科目記録簿を開き、今月の終わり(例:2006年3月28日)に350ドルの家賃を支払う単純な2勘定科目取引を入力します。
            説明(例:4月分の家賃)と小切手番号(例:104)を入力します。
            資金移動勘定科目は資産:当座預金にします。
          

	ツールバーの複製ボタンを使用してこの取引を複製します。
            最初に、現在の家賃取引をクリックしします。そして複製アイコンをクリックします。
            1カ月以上先の取引日付(例:2006年4月28日)を入力します。GnuCashでは現在の取引と将来の取引を分離するために青い罫線が使用されることを覚えてください。
            このように、発生する前に取引を入力することができます。
          
家賃は予測できる将来にわたって一定であるので、家賃を支払うために予定取引をセットアップすることもできます。
            
	まず、現在の家賃取引(4月28日)をクリックし、次に予定取引アイコンをクリックます。
                

	頻度のパターンを月に変更し、必要に応じて説明を変更し、OKを押します。
                




          

	普通預金口座から当座預金口座へ振り替えるためには、資産:普通預金勘定科目記録簿を開き、資金移動が資産:当座預金、金額が100ドルの新しい取引を追加します。日付は2006年3月6日にします。
          

	簡単な2勘定科目取引の別の例として、食料品を3月5日に45.21ドル分購入した取引を追加します。
            資産:当座預金勘定科目で、資金移動に費用:食費を設定します。
            勘定科目記録簿は以下のようになります:
          

	資産:当座預金勘定科目記録簿ウィンドウから給与取引を追加するために、新規取引の行をクリックして、スプリットをクリックします。
            まず、一行目に日付(3月14日)とこの取引の説明(例:「Employers R
            Us」)を入力します。
            下の「スプリット」行で、資産:当座預金への入金(例:670ドル)を入力します。
            さまざまな税金の支払いを続けます(資産:当座預金(例:670ドル)、費用:税金:国税l(例:180ドル)、費用:税金:医療保険(例:90ドル)および費用:税金:社会保障(例:60ドル))。そして最後に、給与総額(例:1000ドル)を収益:給与から引き出す資金移動を行います。
          

	インターネット料金として、28日に20ドルを支払う必要もあります。
          



[image: すべての各種取引を入力した後の勘定科目記録簿]この画像が4章取引後の貸借残高です。
            




ファイルの保存



帳票の節に進む前にGnuCashデータファイル(gcashdata_4)を保存しましょう。
      

帳票



コンピューター画面で利用可能なデータを持っているだけは、あなたの会計士は幸福になりません。そのため、GnuCashには多くの高度にカスタマイズ可能な帳票があります。
      
キャッシュフロー帳票および取引出納帳を見てみましょう。
      
	最初に、3月分のキャッシュフロー帳票を見ましょう。
          
帳票 → 収益・費用 → キャッシュフロー
            でキャッシュフロー帳票を選択します。
          
[image: 3月のキャッシュフロー帳票]この画像が4章取引の後のキャッシュフロー帳票です。
                



カスタマイズした帳票を得るためには、帳票を右クリックして、帳票オプションを選択します。
            次に期間を設定し、帳票に出力したい勘定科目を指定します。
          

	今度は、当座預金勘定科目に関連する取引帳票を見ましょう。
          
帳票 → 取引出納帳
            で取引出納帳を選択します。
          
[image: 3月の当座預金勘定科目の取引出納帳]この画像は3月の当座預金勘定科目の取引出納帳です。
                




	今度は、さまざまな費用勘定科目のみを表示する取引出納帳に変更しましょう。
          
[image: 3月の費用勘定科目の取引出納帳]この画像は3月のさまざまな費用勘定科目の取引出納帳です。
                








ローン明細書の照合(How-To)



ローン明細書の照合は、銀行またはクレジットカード明細書の照合と全く同じです。
    
この期間、すべてのさまざまなローンに関係する取引を記録しなければいけません。負債:ローン:ローン勘定科目に関係するすべてです。
      例えば、ローンを少し返済すると、銀行勘定科目と負債勘定科目が減少し、ローン利子が増加します。おそらくローン管理手数料も増加するでしょう。
    
ローン明細書を手元に置き、ローン勘定科目を開いて、照合アシスタントを開始します。そして記録したすべてのさまざまな取引に照合の印を付けます。
      照合を完了した時、差分が0でなければいけません。もしそうでなければ、後は、差分を見つけるために勘定科目を一通り見て、ローン明細書と比べなければいけません。
      差分が0であると確認した時、ローン勘定科目は照合済となるので、照合アシスタントを終了します。
    
照合方法の詳細については「照合」を参照してください。
    

